
Title R・W・シェパード 費用函数と生産函数
Sub Title
Author 小尾, 恵一郎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1954

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.47, No.9/10 (1954. 10) ,p.981(111)- 985(115) 
JaLC DOI 10.14991/001.19541001-0111
Abstract
Notes 書評及び紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19541001-

0111

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


三

E

學會雜誌第四十七卷第九*十
號

、

、

尙
、
齊
昭
は
忠
邦
の
決
斷
を
た
X

え
、
そ
の
强
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を
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勵
し
て
、
遂
に
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の
主
張
通
り
十
組
仲
間
を
解
散
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
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の
餘
白
を
借
り
て
佐
藤
信
淵
と
茂
十
郞
と
の
關
係
を
述
べ
.

た
；

い
、
信
淵
の
晚
年
の
富
國
策
に
關
.

す
る
：思
想
は
天
保
八
，年
の
大
塵
の
亂
に 

影
響
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
は
れ
る
が
、
.

そ
の
中
心
思
想
た
る
商
業
統
制
論
.は 

旣
に
文
政
顷
の
罾
⑩
に
見
え
て
ゐ
る
9 

0

ろ
私
は
信
淵
が
茂
十
郞
の
箏
業 

に
ヒ
ン
ト

を
得
た
の
だ
ら
ぅ
と
想
像
し
て
.

ゐ
る
。

' 

茂
十
郞
が
十
組
頭
取
と 

な
っ
て
活
躍
し
て
ゐ
た
丁
度
同
じ
頃
、
信
淵
は
江
戶
の
醬
油
間
屋
多
田
'屋 

新
兵
觀
方
'

に
厄
介
に
な
っ
た
こ
.

と
が
あ
：り
、

十
組
仲
間
の
內
，外

か

ら

茂

十

. 

郞
の
行
動
を
觀
察
す
る
こ
と
•
か
出
來
た
。
從
っ
て
當
代
の
學
者
の
中
で
最
.

も
多
く
茂
十
郞
を
批
判
し
■

て
ゐ
.

る
の
は
彼
で
.

あ
る
。
信
淵
が
茂
十
郞
に
注

一
一
〇
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目
し
た
點
は
茂
十
郞
が
江
戸
大
阪
間
の
廻
船
の
往
復
よ
り
計
箅
し
て
三
橋 

會
所
の
棊
.金
を
搀
坩
し
、.又
間
犀
を
督
勵
し
て
冥
加
金
.を
出
さ
し
め
た
、そ 

の
財
源
.に
あ
る
。.信
：淵
の「

復
古
法」

'の
离
物
を
寶
挪
き
て
、：
そ
の
倒
格 

の
H

+
分
の
一
一
を
0
し
、
年
百
萬
金
を
得
る
の
財
源
'の
针
算
は「

先
年
長 

岡
侯
御
，執
政
の
時
に
、
杉
本
茂
十
郞
.と
い
ふ
町
人
有
り
て
、
江
戸
町
中
十 

仲
間
め
商
人
共
を
.廷
し
：、
日
本
橋
西
河
岸
町
に
會
所
を
立
_て
、
諸
國
の
，產 

'物
を
輻
湊
せ
し
こ
^:
あ
り
、
降
に
彼
の
茂
十
郞
が
說
に
、
日
本
國
中
よ
り 

大
坂
と
江
戸
と
；に
持
出
し
て
交
易
す
る
所
.の
品
物
大
凡
金
五
百
萬
兩
.に
及 

と1K.

へ
り
ハ
然
れ
ど
も
彼
は
甲
州
の
，產
に
て
元
來
市
井
の
小
人
な
れ
ば…
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乎
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と
あ
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分
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げ
高
祖
父
歡
庵
以
來
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々
赤
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報
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の
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願
あ
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y
、

、日
本
總
國
の
產
物
寶
賈
代
金
を
計
算
し
て
.
.ゐ
た
°
祖
.父
は
い
く
ら
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父
は
い
く
ら
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自
分
は
.文
化
十
！一
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に
一
萬(

編
者
日
く
'一
 

億
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三
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萬

-^
と
描
算
し
、
ぅ
ち
公
領
地
は
三
千
萬
金
で
あ
る
か
ら
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百
萬
金
の
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收
が
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ら
れ
る
.と
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に
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憑
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關
係
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面
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と
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.
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耍
素
.

の
相
對
.
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慎
格
が
.
ま
：づ
：與 

え
ら
れ
、.

こ
.

の
. 

條
件
’

の
下
に
費
' 

用
極
小
の
要
素

配
置
入
又
は
要
素
の
使
用
度

)

が
決
定
さ
れ
る
と
.い
う
機
構
が
置
か
れ
て 

い
：る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
從
つ
て
相
對
價
格
の
變
化
は
、1

槪

に

は(

費 

用
極
小
の
演
算
を
經
な
け
れ
ば

)

斷
じ
難
い
よ
う
な
仕
方
で
費
用
曲
線
を

. 

變
化
せ
し
め
る
で
あ
ろ
.

ヶ
事
が
.

豫
想
さ
れ
る
。
も
し
生
產
面
數
を
特
定
化 

.

す
る
事
が
、
直
に
相
對
價
格
の
變
化
に
對
す
る
費
用
面
數
の
變
化
を
明
白
.
 

、な
形
で
表
わ
す
樣
な
費
用
面
數
.を
特
定
化
せ
し
め
る
こ
と
と
對
應
す
る
な 

ら
ば
、
費
甩
曲
線
の
自
律
性
は
生
產
面
敷
の
自
律
性
に
ま
で
高
め
ち
れ
、

生
.產
現
象
の
解
明
は
著
し
く
筒
明
化
さ
れ
る
こ
と
.
に
な
る
。
本
書
の
童
要
：
 

な
意
義
の
一
つ
，は
こ
の
問
題
に
一
つ
の
解
答
を
與
え
た
事
に
あ
ろ
う
。

.

シ
工
。ハ
ト
ド
は
展
開
の

.

始
-

め
に
.

連
續
的
生
產
面
數
.

に
關
す
る
.自
己
の
見 

解
を
明
に
す
あ
。
近
時
展
開
さ
れ
た
線
型
計
畫
法
は
企
業
の
微
視
的
な
生 

產
函
數
.

の
意
味
を
.

、
代
替
的
な
基
本
的
活
動

(
e

l
e

m
e

n
t

a
r

y

 

a
c

t
i

v
i

t
y

)

.よ
り
^ .

る
生
產
M

素
空
間
の
エ
フ
ィ
シ
.
エ
ント
な
多
角
面
の
集
合
と
し
て 

明
に
す
る
：の.'
に
：有
用
で
あ
る
が
こ
れ
は
現
實
の
觀
察
と
對
應
し
な
い
加
法 

的
话
動
を
前
提
と
す
る
0 
.

何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
概
念
的
な
企
業
の
.
生
產
過 

程
に
重
點
を
お
く
分
析
方
诛
は
技
術
的
な
資
料
を
詳
細
な
形
で
入
手
可
能 

.'.

で
あ
る
と
考
え
て
，い
る
。
ア
プ
リ
オ
リ
に
は
こ
の
技
術
的
資
料
は
得
難
い 

か
ら
何
ら
が
.の
統
計
的
推
定
に
よ

り

投
入
.

產
出
係
數
を
す
ベ
て
の
：可
能
的 

基
本
活
動
に
關
し

V

決
定
す
名
と
い
う
極
め
て
.

困
難
な
仕
事
が
豫
想
さ
■れ 

て
い
る
。
.

而
.

し
て
元
來
活
勸
分
析
の
摸
製
は
近
似
的
な
性
格
の
も
の
で
，あ 

• S
'

か
.

ら
多
角
面
を
.

考
X .
.

る
：.と
.

い
う
事
に
特
に
苹
點
は
.

な
く
比
較
^
^
數
個 

- ,

れ
ら
の
'

。ハ
ラ
メ
タU

.

よ
り
表

わ

さ

れ

る
連
續
的
な
.微
係
數
を
も
つ
樣
な 

面
で
；お
き
.
.か
え
よ
う
と
.

い
う
.

事
に
な
る
'

の
は
自
然
で
あ
る
う
。
斯
う
す
れ 

ば
問
鶴
は
再
：び
古
典
的
生
.

產
掘
數
の
計
測
に
戾
る
の
で
あ
る
。

'

，.
勿4

1

入
手
可
能
な
技
術
的
知
識
迄
も
無
視
V

よ
う
と
い
う
の
，で
は
な
' 

.

い
。

(

例
：え
ば
技
術
的
に
補
完
關
係
に
あ
る
諸
要
素
は
消
3
れ
て
獨
立
的 

r

な
：要
素
だ
.

け
が
殘
さ
れ
る
と
い
う
風
に)

。 

•

•.

生
.

產
面
數
0
:
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要
素
空
.

間
の
領
域
.
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正
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，.一
次
導
面
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も
ち
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俥
で
‘あ
る
.と 
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る
。
.
.
'
通
常
.お
か
れ
る
假
定
に
對
應
す
る
.
の̂
_と
し
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次
の
性
貧
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與
え 

.^.
°
卽
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個
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^
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ゥ
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ク
.ト
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、
點
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ニ
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こ
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o
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が
エ
フ
ィ

シ
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ン
ト
な
軌
脉
で

.あ
る
こ
と
‘を 

示
す
。
周
知
の
無
差
別
生
產
而
が
原
點
に
對
し
て
凸
で
あ
る
と
い
ぅ
前
提 

に
等
し
い
。
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產
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数
は
⑴
と
代
替
的
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、
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あ
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。
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さ
れ
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U
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と
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⑶
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極
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し
め 

る
樣
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要
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^
の
値
は
.均
衡
方
程
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と
條
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..

か
：
ら
解
が
れ

V
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?
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を
得
る
。
こ
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樣
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定
化
さ
れ
.た
^
0
?に
つ
：い
て
、
次
の
事
が
證
せ
ら
’ 

れ
る
タ
卽
ち
簡
單
の
た
め
耍
素
を
ゐ
坞
と
す
る
と
、
單
位
費
用
等
量
線, 

<0
0
!
,><
{
1,
^)

：=
1

は
、
生
靡
等
量
線？r

(
u
,
x
l
,
x
2)

=
l

..の
切
線
の 

単
位
圓
x
i+X

2
f
i

に
.關
•す
る
ボ
I
ル(

極)

の
：軌
跡
.で
_あ
る
。

圖
に
於
て5

T
H
1

と
.

Q
H
1
(
U
1

定)

が
畫
か
れ
て
い
る
が
軸
ん
ろ 

は
數
量(

x!
x 2)

と
價
が(

/>
!

©
に
使
い
わ
け
る
事
に
す
る
。
.要
素
の

價
格
仍
扒
が
與
え
ら
れ
と
0

玟
直
線
の
方
向
が
決
ま
1
る
。
.只
の
座
標
犰
仍 

は 

P
I
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"
?

石
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=
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な
る
'樣
に
と
‘ら
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る)

.
で
あ
る
。
扨
て
所
與
の
ズ
^
の
下
に
於
て
費
用
を
極
小
な
ら
し
め
る 

生
産
要
素
の
量
ル
^
は
ア
曲
：線
上
.の
點
3?

(

^
1
><
2)

を
宛
め
る
の
で
あ
る 

が
ヒ
の
>

點
は
次
の
樣
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。
卽
ち
.P.
R
に
對
し
て
垂
直 

に
し
て
且
つ
妒
に
切
す
る
直
：線
ら
を
ひ
け
ば
こ
の
切
點
.が
公
で
あ
る
。
直 

;

線

.̂
1
は
'
^
點
.に
於
.て

t
x
l

+2?2、X
2
=
Q
C
U
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Q(

d

,

l

o

〔

C

B

l

i

s

分

〔

零

十

(

i

i

 

.こ
こ
に
/O

M

とO
R
.

の
.間
に
は
特
别
な
.關
係
が
あ
る
。

&

II
A
I
S1v

<
/
=
v

!f~r

を
右
式
第
二
項
に
代
入
し
て

_

r

p

2

}

l

r
、
：

<o(

u

?

s

i

)
O
M
„

G
p
t

 
十 

P
2V5
, 

O
R 

卽
ち
R
は
..單
位
圓
に
■關
x
l
w-f
x
^
n
Mに
關
-U
て
Z
の
.ホ
..丨ル
.で
あ
る
と 

と
が
わ
か
る
。

逆
に
、;F

a
,
X
I
X
2)

H
l

は
、
^D
a
x
i
x2

)

n

l
の
切
線
の
ボ
ー
ル 

の
軌
跡
ぞ
あ
る
こ
と
も
示
3
れ
る
0(

註
1〕

.

■以

上

：の
關
係
か
ら
明
な

'通
り
、

生
庫
面
數
と
.費
用
面
數
は
、.
費
用
.極 

小
'原
理
を
導
入
ナ
.る
と
.と
：に
ょ
っ
て
、

互
に
他
を
，決
定
し
あ
ぅ
。

こ
れ 

を
、

V
H
。

ハ
ー
ド
.ば
®
者
が
，双
對
的
な
ハ
&
も)

關
係
に
あ
る
又
：は
双
對
性 

(

d

u

a.g
y)

‘

.も

.つ
■と
-呼
ん
..で.い
る
.。
.
.
‘

.

生
產
南
.
敷
.を
.特
定
'
化
す
る
事
に
ょ
ゥ
種
A

の
生
^

*

に

對

す

る

'
極

小

費
 

用
の
.
組
合
せ
X!
:

文
が
.
興
え
る
費
用
®

#

に
.
は
文
重
.
要

，
な

性

質

を

附

，
與

し
 

ぅ

る

；
事

が
.，
次..に
示
.さ
れ
る
.
.。

こ
れ
に
■.
.先
：立
っ
：て

ま

ず

H
o
m
o
t
h
e
t
i
c

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

f
u
n
c
t
i
o
n

(5

を
.次
の
：樣
に
定
義
す
る
:0

如

ち

，
々

を

以

て

一

; 

.
 

-

'

次
.の
同
次
函
數
と
し
(1
)
式
に
.お
け
る
の
性
質
を
も
つ
も
.の
と
す
る
。
文
ぜ 

(

⑴
式
の
.と
異
る)

を
連
績
な
軍
調
增
加
函
’數
と
す
れ
ば
、
生
產
量
U
が
、
 

s 

U
4
V
(
X
1
,
.
:
X
,)〕

で
表
わ
さ
れ
'̂
)
と
き
、

U は h
o
m
o
t
h
e
t
i
c

 p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 f
u
n
c
t
i
o
n

 

と
よ
ば
れ
る
。
(5
)
は
又
、/

(
U
)

 

H
x
x
l
.
.
.
X
S

)

と
か
け
る
か
ら
⑵

に 

當
.る
も
の
と
し
.て
、
 

• 

.

(6). 

I

 が
，…

0

¥
J F
d r
;

^ r

极
て
、
费
用
面
數
が
坐
產
指
數
と
要
素
價
格
の
何
ら
.か
の
指
數
と
.の
積 

で
表
わ
さ
れ
る
な
ら
ば
指
數
論
上
の
條
件(

要
素
轉
逆
テ
ス
.ト)

に
も
か 

■.
.
.
な
い
、
ア
グ
リ
，ゲ
ィ
‘ゾ
.ョ
ン
の
上
に
好
都
合
で
あ
る
.
.
0
卽
ち
、

(
7
)

の(
u
,
I
V
4
0
=
/
(
u
>
r
f

 

.
4 し 

(

但
し
厂
は
科
に
關
す
る
一
次
同
次
面
數
V
と
書
け
る
だ
ろ
う
か
。
'ゾH

.。ハ

.丨
ド
は
⑵
の
成
立
す
る
た
め
の
必
耍
且
っ
十
分
な
條
件
は
、
(5
)
.
で
あ
る 

.こ
と
を
證
明
す
る
。<

卽
ち
、h

o
m
o
t
h
e
t
i
c
i
t
y

が
生
產
面
數
に
於
て
成 

.
立
っ
こ
と
で
あ
る
。
四
.五
頁
以
下)

卽
ち
X ,
の
合
理
的
結
合
と
い
う
條
件 

の
下
で
⑵
式
の
ぴ
と
厂
は
耍
素
の
使
用
と
價
格
に
關
す
る
一
般
的
な
指
数 

.

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
、
こ
の
結
果
は
次
の
ダ
グ
ラ
ス
：西
數
の
.解
釋 

V2
1
於
て
重
要
な
役
割
を
果
す
。，

'(5
)
式
で
與
え
た
び
を
，

.

:

00) 

！

{

I(

i

T

A(

i

r〕

r

T
4

f

. J
-
*

.

と
特
楚
化
す
る
■事
に
よ
り
ダ
グ
ラ
ス
の
い
.わ
ゆ
る
巨
視
的
生
產
函
數
を
經 

濟
學
的
に
意
味
づ
け
よ
う
と
，す
る
の
が
シ
ユ

パ
丨
ド
の
主
要
課
題
の
一
っ 

.

で
あ
る
。.⑶
式
の
あ
は
土
地
と
か
勞
働
の
上
う
な
^
ば
日
货
^
^-
含
运 

で
あ
り
ル
は
面
定
资
本
の
樣
なn

o
n
-
p
r
i
m
a
r
y

HJ
p
oct
-
。
"

の
サ
ー
ヴ
ィ 

,
ス
の
單
位
時
間
當
ヶ
の
適
用
を
示
す
。
Yゝ
:°
z
^o
は
基
準
時
點
の
値
■で
あ 

る
。
⑶

に
よ
っ
て
、
(7
)
式
の
.厂
は
(8
)
.式
の
數
量
.が

，
^

を

夫

々

價

格 v
i
s
k

 

.で
凇
き
か
え
た
本
の
で
あ
る
亡
と
が
容
易
に
證
明
出
來
る
。

周 

知
の
極
‘小
化
の
手
續
き
.に
よ
り
、

.

.

.

.

3 

:
: 

F
'
x
/
-

 

. 

.

. 

.

. 

■

(9) ：、％
=
^
―

-

-
^
-

-

-

;

.

■.
 

M

 
芝 
O

^

+

M

W

S

Z
:"

*
1
3 

. 

L

 

(
&
=
1

…
l
J

- 

.

.

M

p

r

^

+

M

W

,

#

ミ
じ
、

卽
$

彈
カ
徙
％
^

は
分
配
率
を
示
す
_と
い
ぅ
關
係
が
得
ら
れ
る
。
次
に
(8
)
 

式
の
右
邊
.括
弧
中
の
第
一
項
第
ー
ー
項
.の
幾
何
平
均
あ
み
を
の
夫
々
の
ア
グ 

-

リ
ゲ
ィ
ト
0
1
-
:
1
と
定
義
す
る
と
(8
)

式
はL

,

 

"
m
l
c
f

.

■
(10) 

<
7
H
C
0
n
s
t
Q
I
V
.
I
>

 ; 

v
=
m
&
a =

 ^

-

-

-d
-

-

-

;

'

ニ

M

P

A

+

M

W

 
ち Z

*

:
.と
書
け
る
'。
こ
.の
(1
0
)式
含
以
て
、
シ
エ
。ハ
！
ド
は
ダ
グ
ラ
ス
の
面
數
が
意 

味
す
る
も
の
を
示
ぞ
ぅ
と
す
る
の
で
■あ
る
。
(1
0
)式
の
.び
.を
.用
い
て
、

H)

、

(

u)=const*

o
r
、

，！>

こ
こ

で
特
耙
S
ハa)

を
U
と
お
け
ば
(1
1
)式
は
ダ
ダ
ラ

スが
總
計
資
料
に
用 

い
.た
.面
數
そ
の
も
の
で
あ
ゐ
。•

シ
エ
バ—

'F

'

は

こ

の式
を
以
て
巨
視
的
:® 

へ.數
と
解
す
^
。
.そ
.し
'て
(1
1
)の
.
巨
視
的
面
數
え

と

導
く

ア
グ
リ
ゲ
ィ
ト
の
資 

:
本

.0
务
働
1
を

1

.

.

1

，
塞

r〕

t

.と
し
て
定
め
た
だ
け
で
は
：

I-

分
で
な
い
と
述
べ
る
0

卽
ち
^

 
f
を
も

V
T 

»

M
'

ア
.グ
リ
ゲ
.丨
ト
し
て
.
2岁
^

=

0

,

^

M
W
^
Z
A
H
L

•名
介
る
樣
に

1
H
i

 
一

C

九
八
三)

'



三
田
# 畲
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
九
•十號

定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
.0

併
し
乍
ら
.こ
こ
に
®:
驳
な
疑
問
が
起
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
⑶
式
‘の
解
釋 

.

.で
あ
る
。
こ
の
⑶
式
が
ー
企
業
に
關
す
る
微
舰
的
生
庫
面
數
を
示
す
も
の 

と
考
え
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
一
企
業
内
部
の
多
種
の
勞
働
、
資
本
用
役 

.
を一

一
つ
の
項
目
え
と
ア
グ
9
ゲ
イ
ト
す
る
：の
が
(1
2
)式
で
^
る
と
解
せ
ら
れ 

,
る
。
こ
の
場
合
極
小
費
用
の
組
合
せ
を
與
え
る
主
體
は
.企
業
者
で
あ
る
か 

-•
:

ら
、
均
衡
方
程
式
を
通
じ
て
、
(1
0
)式
の
0
が
.そ
.の
右
邊
に
よ
.
'
つ
て
示
さ
れ 

る
樣
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
.て
差
支
え
な
い
。
從
つ
て
X.
ZA
:を
夫
々
ア
グ 

リ
ゲ
ィ
ト
し
て
0
及
び
乙
の
項
@.
の
下
に
拯
小
化
す
る
事
ぼ
經
濟
學
的
意 

,

味
を
も
つ
。
 

_ 

-

次
に
⑶
式
の
あ
み
が
シ
ナ
パー

ド
の
横
張
解
釋
に
從
つ
て
#

を
業
の
.生 

庳
要
素
^

ホ
す
も
の
と
し
‘

よ
う
。
.(

勿
論
同
一
種
の
要
素
を
全
企
業
が
使 

う
と
は
限
ら
な
い
か
ら
&

と
レ
の
項
數
は
等
し
く
な
く
て
よ
い
。)

す
る 

:

と
(8
)

式
ば
各
企
業
の
：.(

ー
層
擴
張
す
れ
ば
產
業
部
門
の)
：
生
產
西
數
の
幾 

.
何
平
均
を
與
え
る
.
こ
と
に
な
：る
0

依
て
.

び
は
明
に
各
企
業
の
生
庳
量
の
幾
：.

. 

何
乎
均
で
あ
る
。

こ
の
搛
に
解
し
た
と
き
の
(9
)

式
は
如
何
な
る
意
味
を
も
' 

つ■
か
を
見
よ
.
.う
。

.

0
>を
ー
定
に
:^
て
極
小
化
の
操
作
に
よ
り
均
銜
方
程
式
.を
得
る
が
、
⑶ 

式
は
筆
者
が
前
論
文
6
^>

に
於
て
定
義
し
た
ア
グ
リ
ゲ
ィ
ト

0

の
式
と 

.

本
來
同
.一
の
も
の
で
あ
る
放
其
處
'で
述
べ
た
通
り
、
0
に̂
つ
い
て
限
界
生 

■

摩
力
均
等
式
が
成
立
す
る
時
は
個
別
企
業
に
於
て
'も
亦
同
時
に
限
界
生
產 

力
均
等
則
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
卽
ち
ハ
矶
掲
論
文
四
六 

頁)

.均
衡
式
.は
(9
)
式
を
與
え
る
*0

注
意
す
ベ
き

は
合
理
的
行
動
o'
主
ft
を 

各
企
業
に
お
く
こ
と
に
よ
つ
て
⑶
式
が
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
⑶
が
成
•

.立
す
れ
ば
脚
式
は
⑶
式
を
鄯
き
變
え
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
⑽
の
V
の
式
が 

各
個
別
企
業
の
合
理
的
行
動
W
結
果
と
し
て
成
立
す
る
•も
.の
と
解
釋
出
來 

る
。
依
つ
て
㈣

式

の

レは
ん
み
に
關
す
る
邡
何
な
る
ア

ダ
リ
ゲ
ィ

シ
ョ
ン 

.、を
も
必
.耍
と
せ
ず
に
成
立
す
る
の
だ
-i

い

う

.
こ

と

がわ
か
る
、
勿
論
(8
)
式

、
 

1
1

四

(

九
八
四)

の
^
ち
の
.琪
の
卒
均
.を
(1
2
)式
を
用
い
'て
简
略
化
し
て
書
く
こ
と
は
差
支
え 

な
い
が
、
合
理
的
行
動
の
原
理
：か
適
用
さ
れ
る
の
ば
0
で
は
な
く
ん
、

L 

で
は
な
く
ん
で
あ
る
と
と
を
明
に
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

シ
エ
。ハ
ー
ド
は
0

L
を
用
い
て
合
理
的
行
動
に
よ
る
：，
の
.意
味
づ
け
を
し 

よ
う
と
試
み
の
ア
グ
リ
ゲ
イ
ト
え
と
進
む
の
で
あ
-るがとれは 

rational b
e
h
a
y
i
b
r

の
主
體
を
甚
だ
不
明
な
も
の
と
し
、
結
論
の
經 

濟
理
論
的
意
味
を
失
わ
し
め
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
る
う
。
 

(1
2
)式
本
.よ
り
ア
グ
リ
ゲ

.イ
ト

さ
れ
た
各
企
業
の
要
素
は
(1
0
)式
に
對
し
て
よ 

く
適
合
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
は
シ
ラ
パ
ー
ド
の「

巨
視 

，的
變
數
に
よ
る
合
理
的
行
動」

に
關
す
る
解
釋
が
正
•し
い
と
い
う
事
を
-» 

忖
け
る
も
：の
で
は
.な
い
。

:
次
に
-
シ

H

パ
著
ド
は
⑽

式
の
リ
は
㈣

式
の
レ
に
、

い
わ
.ゆ
る
收
盆
遞 

增
、
遞
減
や
完
全
競
爭
と
無
關
係
に
、
意
味
を
興
え
る
と
述
べ
.て
い
る
が 

利
潤
極
大
で
な
<

費
用
極
小
の
.
場
合
當
然
得
ら
れ
る
結
論
で
.こ
れ
は
新
し 

い
智
識
を
加
え
だ
も
の
で
は
な
い
。

-,
'

.

扨
て
企
業
間
の
.
ア
グ
リ
'ゲ
イ
シ
ョ
ン
に
於
.
て
0

L

を
定
義
し
こ
れ
を
用 

い
て
合
理
的
行
動
を
論
ず
る
事
の
經
濟
理
論
的
意
味
が
不
明
で
あ
れ
ば
、
 

0

L

を
用
い
る
場
合
の
費
用
面
數
、

Q
(
u
,

 P, 

w)

“/
(
u
)

 i
n
s
t

 .
P
1
4
W
”

は
0

1

に
關
す
る
費
用
極
小
過
程
を
含
む
故
に
個
別
企
業
內
部
の
.問
題
と 

し
て
の
(7
)

式
と
形
式
的
に
對
應
す
る
に
止
.
.ま
り
、
經
濟
學
的
意
味
は
不
明 

.
と
な
る
。

:

このようなわけから、

。ハードの

論
行
は
す
べ
て

同
一
企
業
內 

の

多
種
要
素
の
ア
グ
？
ケ
イ
.'ゾ

ョ
ン
と
解
す
る
限
り
に
於
て

經
濟
學
的

意 

味
を
附
與
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

,

..個
別
企
業
間
の
ア
ダ
リ
ケ
イ
シ
' ョ
ン
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
立
場
は 

ク
ラ
イ
ン
の
'そ
れ(
註
3)

に
酷
似
す
る
。
.實
際
(8
)
式
(1
1
)式
に
.於
て
/(

1
1

) 

を
0
と
す
れ
ば
、
<
生
.產
函
數
と
費
用
面
數
に
双
對
性(duality)

を
附

與
し
よ
う
と
い
う
意
圖
に
基
べ
、

^
.

の
幾
何
平
均
に
.よ
る
ア
グ
P 

グ
イ
ト
の
採
用
を
除
い
て
は)

全
く
ク
ラ
イ
ン
の
ア
グ
リ
ゲ
イ
シ
ョ
ン
と 

同
一
と

解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
從
つ
て
ク
ラ
イ
ン
に
對
す
る
批
鄉
は
そ 

の
ま
ま
、
こ
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
ほ
異
種
の
. 

.企
業
間
の
ア
グ
リ
ケ

.イ
シ
ョ
ン
の
問
題
は
ク
：ロ

ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
を
同 

避
す
る
こ
と
に
よ
っ
.て
の
み
起
る
と
考
え
る
故
に
果
し
て
そ
れ
自
體
問
題
. 

と
す
る
.ベ
.き
か
'を
疑
う
も
の
で
あ
^
。
け
れ
'と
も
，こ
の
點
の
積
極
0^
.#
祭 

は
他
の
機
會
に
行
い
た
い
と
思
う
？

,- 

.こ
の
本
は
な
.お
最
後
に
イ
ヴ
ァ
ン
ス
の
举
產
理
論
をh

o

日othetic. 

f
u
n
e
t
i
o
i
i

を
用
い
て
解
朋
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
省
略
し
た
い
。

本
誊
の
特
質
は
結
.筒
費
用
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